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①

キャッチャーの先端部分からピンが外れて分解している状

態です。（グリップを握ってもキャッチャーが動かない状態）

ピン、バネを紛失していないか確認してください。

＜全体図＞

④

＜分解図＞

② ⑤

③ ⑥

ワイヤーをキャッチャーの中に通しながら、本体（シャフト）

にキャッチャーを取り付けます。

レバーを外した後、ワイヤーに付いている留め具部分をグ

リップから外してください。

グリップから留め具を外すと、ワイヤーは緩みます。固定し

ていたピンを抜き、本体部分よりキャッチャーを取り外してく

ださい。

キャッチャーの内部にバネが入っているか確認し、一旦バ

ネを外してください。

レバーの突起部分を近くを押しながら、グリップから外す。

片方ずつ外せばよりスムーズにレバーの取り外しができま

す。
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⑧

バネをキャッチャー内部に取り付けた状態です。

⑫

⑨ ⑬

⑩ ⑭

ワイヤーを引いたまま、グリップ内側の仕切り（凹）部分に

留め具の金属部分（銀）を引っ掛けるようにセットします。

ワイヤーが正しくキャッチャー先端部に入っている状態です。

ピンが落ちないように指で押さえながら、ワイヤー留め具を

引っ張ります。

ワイヤーを引っ張っている状態です。ピンが正しく取り付け

られていれば、キャッチャーが閉じます。

ワイヤーがキャッチャー先端部の間に入るように先端部を

閉じていきます。

⑦ ⑪

バネの内側にワイヤーを通すように、バネをキャッチャーの

内部に取り付けてください。
キャッチャーの穴とワイヤー先端の輪を通すようにピンを差

し込みます。

ワイヤーを真ん中の隙間位置にセットします。
グリップ内側の仕切り（凹）部分

金属部分
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⑯

留め具の樹脂部分（黒）とレバーの仕切り（凹）部分が正し

くセットされている状態です。

⑳

⑰ 【メンテナンス】

⑱

作業中は、特にバネ、ピンの紛失に十分

気をつけながら組み立ててください。

⑰の状態からレバーをグリップの方に倒していきながら、レ

バー突起部分（凸）とグリップ突起穴（凹）に近づけます。

レバーを握ってキャッチャーがスムーズに開閉するか動作

確認をしてください。キャッチャーがスムーズに開閉すれば

組み立ては完了です。

シリコンスプレーをキャッチャー中央部に塗布すれば、より

キャッチャーの動きが良くなります。スプレーのかけ過ぎに

気をつけてください。

⑯の状態のまま、レバーの丸い部分とグリップの丸い部分

が重なるように置きます。

⑮ ⑲

留め具の樹脂部分（黒）をＬ字に立てた状態で、先の部分を

レバーのの仕切り（凹）部分にあてる。
レバーの突起部分（凸）の近くを押さえるようにして、レバー

をグリップにはめこみます。

【ご注意ください】

レバーの仕切り（凹）部分

樹脂部分（黒）

樹脂部分（黒）
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